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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-18 高等学校 公民科 現代社会  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 現社 320 改訂版 高等学校 現代社会 

 

１．編修の趣旨及び留意点 

（1）教育基本法や学習指導要領における目標が達成されるよう，学習指導要領の内容

や，その取扱いに示された事項に準じて編修した。 

（2）現代社会に対する関心を深めて学習意欲を高めることができるようにし，正確な知

識を習得して，日常生活や社会と積極的にかかわることができるようになることに留

意して編修した。 

２．編修の基本方針 

（1）社会と人間に関する基本的な問題の学習をとおして，人間としての在り方生き方に

ついてみずから考える力を養えるようにし，また社会に対して主体的に寄与しようと

する態度を育成できるように配慮した。 

（2）本文の記述にあたっては，学習内容を正確に理解できるよう，できるかぎり平易

に，かつ簡潔になるよう配慮した。 

３．対照表 

 
 

 
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 

第1編 

自然の生態系が持つ特徴や人類の活動が自然

に与える影響を知り，地球規模で環境保全に

取り組んでいかなければならないことを気付

かせるような構成にした（第4号）。 

6～13 ページ 

生命科学やバイオテクノロジーの発展にとも

ない提起されてきたさまざまな問題につい

て，多様な角度から考察できるような構成に

した（第4号）。 

22～29 ページ 

第2編 第1章 

青年期の持つ意義や自己形成の課題について

考えさせるとともに，将来の職業と生活を視

野に入れながら青年としての生き方について

自覚を深めさせるように展開した（第2号）。 

42～49ページ  

「善く生きること」「理性的に生きること」

を目指した先人の思索を紹介するとともに，

その先人たちがどのように社会に対していた

かを考察できるようにした（第1号）（第3

号）。 

50～59ページ  
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先人の思索や日本の生活文化・伝統を紹介

し，生徒自身の価値観や生き方への影響につ

いて気付かせるよう配慮した（第5号）。 

60～65ページ 

 

 

 

 
 

第2編 第2章 

日本国憲法の理念やさまざまな権利について

紹介するとともに，他者と共に生きる社会の

実現にむけてどのようなことが大切なのかに

気付かせるよう配慮した（第2号）。 

80～89ページ 

日本国憲法にうたわれた平和主義の理念につ

いて紹介するとともに，その理念に基づき，

日本人として，国際社会の平和に寄与する態

度を育成できるよう配慮した（第5号）。 

90～93ページ 

統治機構の基本的なしくみを理解することに

より，現代の政治状況に対する見方を養うと

ともに，幸福・正義・公正の観点から解決策

について考察できるような構成にした（第1

号）（第3号）。 

94～105ページ 

積極的に社会の形成に参画したり，政治に参

加したりすることの重要性や意義を知り，こ

れらに主体的に寄与する態度を育成できるよ

う配慮した（第3号）。 

106～113ページ 

第2編 第3章 

経済の基本的な理論やしくみを理解すること

により，現代の経済状況に対する見方を養う

とともに，幸福・正義・公正の観点から解決

策について考察できるような構成にした（第

1号）（第3号）。 

116～135 ページ 

これまでの日本経済の進展とその変化を紹介

するとともに，中小企業や地域の経済，また

農業が果たす役割の大切さについて気付かせ

るよう配慮した（第 5 号）。 

136～145ページ 

日本の労働法制について，その施行内容や改

正内容を紹介し，勤労や男女共同参画の意義

について理解を深めさせるよう配慮した（第

2 号）（第 3 号）。 

150～153ページ 

第2編 第4章 

国際社会のしくみを理解するとともに，世界

の政治・経済をめぐる動向や日本との関係を

概観しながら，日本人として，国際社会の平

和と発展に寄与する態度を育成できるよう配

慮した（第 5 号）。 

162～195ページ 

第3編 

現代社会が抱えるさまざまな課題を考察する

にあたって，どのような観点が存在するのか

を具体例をあげてわかりやすく示した（第1

号）。 

198～199ページ 

日常生活や学習の過程で生じた疑問に対し，

自発的に疑問を解明する態度を養えるように

した（第1号）。 

200～209ページ 
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４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

（1）第1編においては，「現代社会における諸課題」として，環境，資源・エネルギ

ー，生命，情報を取り上げた。ここでは，現代の社会がどのような社会であるのかに

ついて，その特質や社会生活を客観的に理解させ，幸福・正義・公正の観点から現代

社会に対する関心を高めるように工夫した。それらの上に立って，第2編以降の学習

に活用されていくことができるように展開した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）第2編においては，現代社会について，倫理，社会，文化，政治，法，経済，国際

社会など多様な角度から理解させるとともに，自己とのかかわりに着目して，現代社

会に生きる人間としての在り方生き方について考察させるように工夫した。 

第1章 青年期の持つ意義や自己形成の課題について考えさせるとともに，将来の職

業と生活を視野に入れながら青年としての生き方について自覚を深めさせるように

展開した。また，先人の生き方・考え方や日本の伝統思想を紹介することで伝統や

文化が日常生活にさまざまな影響を与えてきたことに着目させるように工夫した。 
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第2章 民主政治の意義と本質について，生徒自身が主権者としての自覚をもち，主

体的に，自分自身の問題として考え，理解できるようにするため，幅広い立場の意

見を紹介するように心がけた。また，法に関する基本的な見方や考え方を身に付け

させるとともに，裁判員制度など近年の司法制度改革の内容を紹介し，司法参加の

意義を理解させるともに，生命の尊重について考えることができるように工夫し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

第3章 経済分野の学習に，生徒がよりなじめるように，各所に身近な話題や図・グ

ラフ・写真を配するように心がけた。また，アルバイトや就職活動など高校生に身

近な労働に関する話題を取り上げた上で，契約をはじめとする問題から私法につい

て考えられるように工夫した。「公害防止と環境保全」「消費者問題と消費者主

権」を通して個人や企業の経済活動における役割と責任について考えられるように

工夫した。 
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第4章 国際政治分野で

は，困難な課題と試練

に直面している世界と

日本の中にあって，私

たち一人ひとりに何が

できるのか，何をなす

べきなのかという問題

意識を念頭に置いて解

説した。国際経済分野

では，経済活動のグロ

ーバル化が進展し，各

国間の相互依存性がま

すます深化している今

日，資本主義とその課

題についての正確な知

識がますます必要とさ

れるという観点に立っ

て，経済の基本的な概

念や理論と日本の世界

経済における役割を広

い視野から考察するよ

うに心がけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）第3編においては，現代の世界が抱えているさまざまな問題を生徒自身で考

えていく力を養えるようにし，また社会に対して主体的に寄与しようとする態

度を育成できるように配慮した。  
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-18 高等学校 公民科 現代社会  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 現社 320 改訂版 高等学校 現代社会 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

（1）本文の内容を編・章・節に分けた。各章のはじめに「Introduction」を見開き2ペー

ジで設け，現代社会にかかわるさまざまな問題を取り上げた。学習への関心・意欲を

高められるように，高校生にとって身近な話題に関する図表・写真を多く用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）1節は3～6の項目からなり，1項目は見開き2ページ構成とした。項目内には小見出

しをつけて，学習内容がはっきりわかるようにした。また，必要に応じて傍注や副文

（補足・比較・参考）を設け，学習上・指導上の参考になるようにした。 

小見出し          傍注 
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補足 本文に掲載された事項について，その内容をさらに深く理解するための解説。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較 他の事項との関連や同じ性格の事項について，事項間の類似点や相違点を整理

・理解するための解説。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 現代社会を理解する上での参考になる，時事的または高度な内容，あるいは歴

史的な事項の解説。 

 

 

 

 

 

 

（3）授業の展開を容易にし，かつ目的意識を持って学習できるように，各項目には，そ

の項目の主要テーマについての「導入」を設け，かつその「導入」を「本文」の直前

に入れることで，意味あるものにしようと意図した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）現代社会の学習としてとりあげられている倫理，社会，文化，政治，法，経済，国

際社会などに関する問題を個別的に説明するだけでなく，各所に参照ページを付して

相互に有機的に学習できるようにした。また，中学校公民で学習した最重要用語に赤

下線を引き，中学校での学習を踏まえて高等学校の学習ができるように配慮した。  
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参照ページ  

 

 

 

最重要用語  

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）多色刷りを効果的に利用し，工夫された図表，イラストや写真などを盛り込むこと

により，複雑な内容を容易に理解・把握できるようにするとともに，生徒が興味を持

って学習できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）本文以外にも，本文の関連内容を中心に一つの話題について深く掘り下げるコラム

である「Close-up」や現代社会に関するさまざまな問題を考える「現代を考える」を

適宜設けることで，使用する学校に応じたさまざまな活用が可能になるように工夫し

た。 

Close-up 
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現代を考える  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）本文の学習を進めるにあたって必要な，日本国憲法・大日本帝国憲法（抄）・教育

基本法（抄）・労働基本法（抄）・国際連合憲章（抄）・世界人権宣言（前文）を巻

末の参考資料として掲載した。 

 

２．対照表 

 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数  

 

 

第1編 私たちの生きる社会 （1） 私たちの生きる社会 6～38ページ 8 

第2編 現代社会と人間としての

あり方生き方 

第1章 青年期と自己の形成 

（2） 現代社会と人間として

の在り方生き方 

ア 青年期と自己の形成 

 

 

40～67ページ 
11 

第2章 現代の民主政治と政治

参加の意義 

（2） 現代社会と人間として

の在り方生き方 

イ 現代の民主政治と政治

参加の意義 

ウ 個人の尊重と法の支配 

68～113ページ 

17 

第3章 現代の経済社会と経済

活動のあり方 

（2） 現代社会と人間として

の在り方生き方 

エ 現代の経済社会と経済

活動の在り方 

114～159ページ 

17 

第4章 国際政治の動向と日本

の役割 

（2） 現代社会と人間として

の在り方生き方 

オ 国際社会の動向と日本

の果たすべき役割 

160～196ページ 

13 

第3編 ともに生きる社会をめざ

して 

（3） 共に生きる社会を目指

して 

198～209ページ 
4 

 
計 70 

  
 
 


